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議会構成が決まりました新

　昨年秋の臨時会におきまして、副議長に就

任させていただきました。

　さて、地方の課題は人口減少と少子高齢化

による地方経済への影響、環境問題と持続可

能なまちづくり、自然災害への備えと防災対

策、インフラ老朽化と財政難、等々課題が山

積しています。

　地方自治体は二元代表制であり、その一翼

を担う議会の使命と役割を再認識し、湖南市

の発展と市民福祉の向上を目指し、議長の補

佐役として誠心誠意努力してまいります。

　結びとなりましたが、市民の皆様のご健勝

とご多幸をお祈りいたしますとともに、ご指

導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。

就任のごあいさつ

　新しい年を迎え、謹んでご挨拶申し上げま

す。

　このたび議長に就任し、改めて市民の皆さ

まに寄り添う議会の責務を強く感じておりま

す。議会は市政の意思決定の場であると同時

に、市民の声を受け止める窓口でもあります。

私は、市民の皆さまにとって「身近な議会」

を目指し、情報発信の充実や対話の機会を広

げることで、市民の皆さまに信頼される議会

運営に努めてまいります。透明性と公平性を

大切にし、未来に向けて共に歩む議会を築い

てまいりますので、今後ともよろしくお願い

申し上げます。

第12代湖南市議会副議長

松　原　栄　樹
第14代湖南市議会議長

細　川　ゆかり
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各委員会 ◎は委員長、○は副委員長

【議会運営委員会】
後列左から：森　淳・松原栄樹・澤田　厚
前列左から：永田誠治・○小林義典・◎堀田繁樹・細川ゆかり 

所管事項
　議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員会に関する条例等
に関する事項、議長の諮問に関する事項

【総務常任委員会】
左から：東森徹平・○堀田繁樹・◎澤田　厚・田中雄二郎・坂田政富 

所管事項
　総合政策部（総合教育会議に関する事項を除く。）、総務部、出納局、
議会事務局、選挙管理委員会、公平委員会及び監査委員の所管に関す
る事項。他の常任委員会の所管に属しない事項。

【産業経済常任委員会】
左から：松原栄樹・東良一成・○曽我部一帆・◎森　淳・上野顕介・
　　　　奥村幹郎

所管事項
　都市建設部、環境経済部、上下水道事業所、農業委員会に関する事項。

【福祉教育常任委員会】
左から：�永田誠治・副田悦子・○松井圭子・◎小林義典・寺元正幸・

藤川みゆき

所管事項
　健康福祉部、こども未来応援部、福祉事務所、教育委員会、総合政
策部のうち総合教育会議に関する事項。

【予算常任委員会】
後列左から：森　淳・松原栄樹・堀田繁樹・坂田政富・東森徹平 
前列左から：東良一成・○上野顕介・◎永田誠治・寺元正幸 

所管事項
　予算及びこれに関する事項
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各種機関等
名　　称 委　　員（議員）

監 査 委 員 上野顕介
都 市 計 画 審 議 会 委 員 細川ゆかり、松原栄樹
空 家 等 対 策 推 進 協 議 会 委 員 森　淳

会派構成
会 派  K i k u ◎永田誠治、田中雄二郎、森　淳、松原栄樹
自 由 民 主 党 湖 南 市 議 団 ◎小林義典、曽我部一帆、上野顕介
市 民 と つ な ぐ ネ ッ ト ◎坂田政富、寺元正幸
湖 南 市 公 明 党 議 員 団 ◎細川ゆかり、副田悦子
こ な ん の 未 来 ◎奥村幹郎、堀田繁樹
湖 南 維 新 の 会 ◎澤田　厚、東良一成

【広報広聴常任委員会】
左から：�東森徹平・澤田　厚・○田中雄二郎・◎副田悦子・
　　　　奥村幹郎・曽我部一帆 

所管事項
　広報及びこれに関する事項、広聴及びこれに関する事項、主権者教
育及びこれに関する事項

【決算常任委員会】
後列左から：澤田　厚・松井圭子・小林義典・曽我部一帆 
前列左から：田中雄二郎・◎奥村幹郎・○副田悦子・藤川みゆき 

所管事項
　決算及びこれに関する事項、事務事業評価に関する事項

【甲賀広域行政組合議会】
左から：�松原栄樹・松井圭子・奥村幹郎・
　　　　曽我部一帆・坂田政富

【公立甲賀病院組合議会】
左から：副田悦子・小林義典・堀田繁樹・
　　　　永田誠治・寺元正幸
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分類 議　案　名　等 結果

条　
　

例

議案第７９号
湖南市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の制定について
児童福祉法の改正により令和８年４月１日から乳児等のための
支援給付制度が本格的に実施されることに伴い、事業者がそ
の設備および運営に関して確保すべき必要な基準を定めるた
め、条例の制定を行うもの。

○

議案第８０号
湖南市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について
湖南市小規模企業者小口簡易資金貸付制度について、近年
利用実績がないことから、制度を廃止することに伴い、所要の
改正を行うもの。

○

議案第８１号
湖南市税条例の一部を改正する条例の制定について
地方税法の一部改正に伴い、市たばこ税に係る加熱式たばこ
に関する課税標準の特例の新設について、所要の改正を行う
もの。併せて、地方税関係書類の公示送達の方法について、
公示事項を不特定多数の者が閲覧できる状態に置く措置をと
るとともに、電子計算機の映像面に表示したものを閲覧できる
状態に置くことで、これを公示とすることとする所要の改正を行う
もの。

◎

議案第８２号
湖南市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
手数料について、現金以外での徴収を可能とするため、所要の
改正を行うもの。

◎

議案第８３号
湖南市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について
児童福祉法等の一部を改正する法律ならびに児童福祉施設
の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する内閣府令
の施行に伴い、所要の改正を行うもの。

○

議案第８４号
湖南市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の
改正を行うもの。

○

議案第８５号
湖南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の
改正を行うもの。

○

議案第８６号
湖南市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について
市営住宅堂の上団地の用途廃止に伴い、所要の改正を行うも
の。

○

議案第８７号
湖南市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について
令和６年１月に発生した能登半島地震において、給水装置工
事の施工者が指定を受けている業者に限定されていることが、
復旧を遅らせる要因となった。このことを受け、災害その他の非
常の場合における復旧工事を円滑に実施するため、所要の改
正を行うもの。

◎

議案第８８号
湖南市下水道条例の一部を改正する条例の制定について
令和６年１月に発生した能登半島地震において、宅内排水設
備工事の施工者が指定を受けている業者に限定されているこ
とが、復旧を遅らせる要因となった。このことを受け、災害その他
非常の場合における復旧工事を円滑に実施するため、所要の
改正を行うもの。

◎

議案第89号
湖南市住民基本台帳カードの利用に関する条例を廃止す
る条例の制定について
令和７年12月末をもって全ての住民基本台帳カードの有効期
間が満了することから、条例を廃止するもの。

◎

議案第90号
湖南市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例
を廃止する条例の制定について
現在、教育に関する事務のうち、市長が管理および執行してい
るスポーツ、文化に関する事務を、本条例制定前のように教育
委員会が管理および執行するため、本条例を廃止するもの。

◎

分類 議　案　名　等 結果

補
正
予
算

議案第91号
令和７年度湖南市一般会計補正予算（第５号）

【歳入歳出】それぞれ２億5,134万９千円を追加
【補正後の額】277億1,983万５千円

○

議案第92号
令和７年度湖南市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

【歳入歳出】それぞれ7,367万９千円を追加
【補正後の額】55億2,329万円

○

議案第93号
令和７年度湖南市国民健康保険診療所特別会計補正予算
（第２号）
【歳入歳出】それぞれ837万９千円を減額
【補正後の額】４億4,344万４千円

○

議案第94号
令和７年度湖南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

【歳入歳出】それぞれ1,281万円を追加
【補正後の額】13億9,702万円

○

議案第95号
令和７年度湖南市介護保険特別会計補正予算（第２号）

【歳入歳出】それぞれ616万９千円を追加
【補正後の額】42億1,492万５千円

○

そ　

の　

他

議案第９６号
変更契約の締結について
甲西文化ホール空調改修工事請負契約の変更契約を次のと
おり締結するもの。
契約金額〔変更前〕159,500,000円
　　　　〔変更後〕165,642,400円

（契約の相手方　三貴設備工業株式会社）

◎

議案第97号
指定管理者の指定について（湖南市石部まちづくりセンター）
令和８年４月１日から令和11年３月31日までの期間、湖南市石部
まちづくりセンターの指定管理者として石部学区まちづくり協議
会を指定することについて、議会の議決を求める。

◎

議案第98号
指定管理者の指定について（湖南市石部コミュニティセンター）
令和８年４月１日から令和11年３月31日までの期間、湖南市石
部コミュニティセンターの指定管理者として石部学区まちづくり
協議会を指定することについて、議会の議決を求める。

◎

議案第99号
指定管理者の指定について（湖南市ふれあいの館）
令和８年４月１日から令和11年３月31日までの期間、湖南市ふれ
あいの館の指定管理者として社会福祉法人湖南市社会福祉
協議会を指定することについて、議会の議決を求めるもの。

◎

議案第100号
指定管理者の指定について（湖南市石部南学童保育所）
令和８年４月１日から令和11年３月31日までの期間、湖南市石
部南学童保育所の指定管理者として一般社団法人風の子の
いえを指定することについて、議会の議決を求めるもの。

◎

議案第101号
指定管理者の指定について（湖南市石部学童保育所）
令和８年４月１日から令和11年３月31日までの期間、湖南市石部
学童保育所の指定管理者として一般社団法人あゆっこを指定
することについて、議会の議決を求めるもの。

◎

議案第102号
指定管理者の指定について（湖南市菩提寺学童保育所）
令和８年４月１日から令和11年３月31日までの期間、湖南市菩提
寺学童保育所の指定管理者として特定非営利活動法人みちく
さクラブを指定することについて、議会の議決を求めるもの。

◎

議案第103号
指定管理者の指定について（湖南市下田学童保育所）
令和８年４月１日から令和11年３月31日までの期間、湖南市下田
学童保育所の指定管理者として特定非営利活動法人おおぞら
を指定することについて、議会の議決を求めるもの。

◎

11月議会臨時会　議決結果11月議会臨時会　議決結果

12月議会定例会　議決結果12月議会定例会　議決結果

分類 議　案　名　等 結果

そ
の
他

議案第78号
監査委員の選任につき同意を求めることについて
議会議員の改選に伴い、議員のうちから監査委員を選任するにあたり、地方自治法第196条第１項の規定により議会の同意を
求めるもの。

◎
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分類 議　案　名　等 結果

そ　

の　

他

議案第104号
指定管理者の指定について（湖南市菩提寺北学童保育所）
令和８年４月１日から令和11年３月31日までの期間、湖南市菩提
寺北学童保育所の指定管理者として特定非営利活動法人み
ちくさクラブを指定することについて、議会の議決を求めるもの。

◎

議案第105号
指定管理者の指定について（湖南市三雲東学童保育所）
令和８年４月１日から令和11年３月31日までの期間、湖南市三雲
東学童保育所の指定管理者として特定非営利活動法人NPO
げんきっ子を指定することについて、議会の議決を求めるもの。

◎

議案第106号
指定管理者の指定について（湖南市市民産業交流促進施設）
令和８年４月１日から令和11年３月31日までの期間、湖南市市民
産業交流促進施設の指定管理者として甲賀農業協同組合を
指定することについて、議会の議決を求めるもの。

◎

議案第107号
指定管理者の指定について（湖南市魅力発信拠点施設）
令和８年４月１日から令和11年３月31日までの期間、湖南市魅力
発信拠点施設の指定管理者として甲西陸運株式会社を指定
することについて、議会の議決を求めるもの。

◎

議案第108号
旧慣使用権の廃止について
湖南市菩提寺327番１の土地の一部について、民間事業者に
売り払うため、地方自治法第238条の６第１項の規定により旧慣
使用権を廃止するに当たり、議会の議決を求めるもの。

◎

議案第109号
第三次湖南市総合計画の策定について
第三次湖南市総合計画（前期基本計画）を策定することについ
て、湖南市総合計画策定条例第４条の規定により議会の議決
を求めるもの。

○

議案第110号
市道路線の認定について
認定路線　13路線

◎

議案第111号
市道路線の変更について
路線変更　１路線

◎

分類 議　案　名　等 結果

条　
　

例

議案第112号
湖南市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例及
び湖南市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について
国における指定職の期末手当の改定に準じて、議会議員およ
び特別職の期末手当の改定を行うため、所要の改正を行うも
の。

○

議案第113号
湖南市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
の制定について
人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定等に準じて、職員
および会計年度任用職員の給与改定を行うため、所要の改正
を行うもの。

◎

補
正
予
算

議案第114号
令和７年度湖南市一般会計補正予算（第６号）

【歳入歳出】それぞれ３億2,836万８千円を追加
【補正後の額】280億4,820万３千円

○

議案第１１５号
令和７年度湖南市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

【歳入歳出】それぞれ71万４千円を追加
【補正後の額】55億2,400万４千円

○

議案第１１６号
令和７年度湖南市国民健康保険診療所特別会計補正予算（第３号）

【歳入歳出】それぞれ５０２万８千円を追加
【補正後の額】４億４，８４７万２千円

○

議案第１１７号
令和７年度湖南市介護保険特別会計補正予算（第３号）

【歳入歳出】それぞれ259万５千円を追加
【補正後の額】42億１，７５２万円

○

議案第118号
令和７年度湖南市訪問看護ステーション事業特別会計補正予算（第２号）

【歳入歳出】それぞれ７１万５千円を追加
【補正後の額】7,306万９千円

◎

そ
の
他

議案第119号
契約の締結について
工事名　　　　　　　　湖南市下田認定こども園改築工事
契約金額　　　　　　　621,500,000円
契約の相手方　　　　　西村建設株式会社

◎

令和７年12月湖南市議会定例会　賛否が分かれた案件一覧令和７年12月湖南市議会定例会　賛否が分かれた案件一覧
○：賛成　×：反対

議案番号 件　　　　名

会派 Kiku 自由民主党
湖南市議団

市民と
つなぐ
ネット

湖南市
公明党
議員団

こなん
の未来

湖南 
維新の会

無 
会 
派

無 
会 
派

無 
会 
派

永
田
　
誠
治

森
　
　

淳

松
原
　
栄
樹

田
中
　
雄
二
郎

小
林
　
義
典

上
野
　
顕
介

曽
我
部
　
一
帆

坂
田
　
政
富

寺
元
　
正
幸

副
田
　
悦
子

奥
村
　
幹
郎

堀
田
　
繁
樹

澤
田
　
　
厚

東
良
　
一
成

松
井
　
圭
子

藤
川
　
み
ゆ
き

東
森
　
徹
平

議案第79号 湖南市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第80号 湖南市附属機関設置条例の一部を改正する条例の
制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第83号 湖南市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第84号 湖南市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第85号
湖南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第86号 湖南市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第91号 令和７年度湖南市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第92号 令和７年度湖南市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第93号 令和７年度湖南市国民健康保険診療所特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第94号 令和７年度湖南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第95号 令和７年度湖南市介護保険特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第109号 第三次湖南市総合計画の策定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第112号
湖南市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する
条例及び湖南市特別職の職員の給与等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × × × ×

議案第114号 令和７年度湖南市一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
議案第115号 令和７年度湖南市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第116号 令和７年度湖南市国民健康保険診療所特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第117号 令和７年度湖南市介護保険特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※議長は採決に加わりません。

※◎全会一致で原案可決　　○賛成多数で原案可決
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上野 顕介議員

総合計画は地方自治の最上位計画であり国県の
交付金や補助を受けるに必要な計画であり、市
民アンケート等の公正な手続きを踏んでおり、
これからの本市住民が必要である施策を反映で
きる内容であることから賛成する。

賛成寺元 正幸議員

第二次湖南市総合計画が策定され５年が経過し
ようとしています。当時の議会は議決までに約
６カ月各常任委員会で審議しています。今回第
三次総合計画の審議は総務常任委員会のみ、採
決に約１カ月の審議での本案に反対します。

反対

●議案第109号
第三次湖南市総合計画の策定について

本 会 議 で の 議 案 の 討 論

●議案第112号
湖南市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例及び湖南市特別職の職員の
給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

藤川 みゆき議員

本市は、この５年で人口が１千人減少していま
すが予算は増え、特に扶助費(福祉関連予算)
が約11億円増額しています。年金だけで生活
する人や困窮世帯が増えている現状での期末手
当の引き上げには反対いたします。

反対

寺元 正幸議員

昨今の各種諸物価の高騰はとどまるところを知
らず、一方で賃金、年金は見合う金額には上が
らず、庶民の生活は厳しい状況に陥っています。
今回の議員、特別職手当改定は市民の理解を得
る事は出来ません。本案は反対します。

反対

坂田 政富議員

市民の暮らしはコメ価格5キロ4321円と高止
まり、コメはじめ食料品、光熱費、ガソリン等
物価高は止まらず、家計を圧迫しています。市
民の暮らしを第一と考える議員としては、議案
第112号に反対します。

反対

坂田 政富議員

東庁舎の建て替え前提にある総合計画は財政的、
資源、環境、気候危機、暮らしを守る方向が示
されていない。公共施設の統廃合の計画や小規
模多機能自治で自助共助の強化で公助がありま
せん。議案109号に反対します。

反対

堀田 繁樹議員

国家公務員と同様、給与など勤務条件の改定に
自ら関与できない公務員のための制度に準じて
改正を実施してきました。常勤特別職の報酬も
同様であります。あわせて、人事院勧告は尊重
するべきです。

賛成

奥村 幹郎議員

改正の根拠は条例で定められており、「改革」「報
酬改正」「市民感情」等のご意見をこの改正反対
の理由付けにすることは、そもそも違う！と考
えます。

賛成

曽我部 一帆議員

感情ではなく人事院勧告を客観的基準とし、
0.05月分の限定的かつ令和７年12月期末手当
に限った引き上げである。恣意的な判断を排し
たうえで、他の自治体との均衡や公平性、透明
性を確保する措置のため賛成。

賛成

上野 顕介議員

インフレ状況で実質手当額は変わる。状況次第
で感覚的に対応するのではなく基準があるべき
である。令和２年は人事院勧告によって引き下
げの議案を可決しており人事院勧告に準拠する
ことは合理的であるから賛成する。

賛成

東良 一成議員

市民の皆様は、物価高騰や実質賃金の伸び悩み
という厳しい生活状況に直面しており、「なぜ
今、議員の期末手当が上がるのか」という疑問
があがる事は自然であり、この点に対する十分
な説明が尽くされているとは言えません。以上、
市民生活の実態と乖離しているという点で本議
案に反対いたします。

反対
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議
案
第
91
号

問　

土
地
開
発
基
金
と
は
、

基
金
に
出
し
た
り
入
れ
た

り
と
い
う
完
了
の
仕
方
で

い
い
の
か
。

答　

土
地
開
発
基
金
に
お

き
ま
し
て
は
５
億
２
千
万

円
の
定
額
運
用
基
金
と
い

う
こ
と
で
運
用
し
て
お
り
、

公
共
事
業
を
行
う
に
当
た

り
、
今
す
ぐ
に
土
地
を
取

得
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
事
情
が
生

じ
た
と
き
、
予
算
措
置
を

す
る
時
間
的
な
余
裕
が
な

い
場
合
に
、
基
金
か
ら
先

行
し
て
土
地
を
取
得
す
る

も
の
で
す
。
事
業
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
一
般
会
計

で
土
地
取
得
の
予
算
を
計

上
し
、
お
認
め
い
た
だ
い

た
後
に
、
基
金
に
買
い
戻

す
と
い
う
手
続
き
を
行
っ

付託案件 10件

予算
常任委員会

て
い
る
も
の
で
す
。

問　

議
会
費
の
減
額
理
由

に
つ
い
て
。

答　

当
初
予
算
編
成
時
に

は
、
人
員
の
配
置
等
が
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の
年
度
の
職
員
配
置
状

況
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

費
目
の
中
の
人
件
費
が
動

い
て
く
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

問　

①
図
書
館
費
②
住
宅

管
理
費
の
減
額
に
つ
い
て
。

答　

①
各
費
目
ご
と
の
人

件
費
は
、
当
初
予
算
編
成

時
の
配
置
で
想
定
し
て
人

件
費
を
割
り
振
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
３
月
に
新

年
度
の
人
事
配
置
を
内
示

し
、
４
月
か
ら
職
員
が
変

わ
り
、
そ
の
中
で
育
休
職

員
等
が
お
り
ま
す
の
で
、

人
件
費
の
減
額
等
が
出
て

く
る
も
の
と
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答　

②
市
営
住
宅
の
除
却

工
事
費
と
、
設
計
業
務
管

理
委
託
が
、
そ
れ
ぞ
れ
不

要
と
な
っ
た
分
を
減
額
し

て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
が

住
宅
管
理
費
の
減
額
に
相

当
す
る
部
分
で
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
92
号

議
案
第
93
号

議
案
第
94
号賛

成
多
数
で
可
決

議
案
第
95
号

問　

２
０
０
件
返
す
の
に

大
分
お
金
を
使
っ
て
い
る

よ
う
な
感
じ
で
す
が
、
介

護
保
険
は
確
か
に
複
雑
な

業
務
と
理
解
し
て
い
ま
す

が
、
問
題
が
あ
る
と
指
摘

を
受
け
て
い
ま
す
。
今
後

こ
う
い
う
こ
と
の
な
い
よ

う
な
体
制
に
つ
い
て
。

答　

今
回
こ
う
い
っ
た
誤

り
が
起
こ
り
皆
様
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
再
発
防
止
と
し
て
手

順
書
に
従
い
し
っ
か
り
と

チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
作
業

の
抜
け
が
な
い
よ
う
確
実

に
作
業
を
進
め
る
よ
う
手

順
を
変
更
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
114
号

問　

人
事
院
勧
告
と
子
育

て
応
援
の
部
分
と
い
う
こ

と
で
、
そ
れ
以
外
の
も
の

議
案
第
79
号

問　

誰
で
も
通
園
制
度
の

基
準
に
つ
い
て
は
。

答　

基
本
は
そ
の
保
育
園

の
基
準
で
す
。
内
閣
府
令

で
も
採
用
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
市
の
基

準
と
し
て
い
ま
す
。

問　

保
育
士
の
確
保
に
つ

い
て
は
。

答　

会
計
年
度
任
用
職
員

で
、
１
日
６
時
間
、
週
５

日
間
の
勤
務
の
募
集
な
ら

応
募
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
広
報
誌
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
募
集
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
83
号

問　

地
域
限
定
保
育
士
と

あ
っ
た
が
、
一
般
制
度
化

さ
れ
た
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
は
特
区
の

指
定
を
受
け
た
都
道
府
県

福祉教育
常任委員会

付託案件　４件

が
、
独
自
に
研
修
制
度
な

ど
を
設
け
て
、
そ
の
地
域

で
保
育
士
と
し
て
働
け
る

制
度
で
す
。
今
後
は
、
都

道
府
県
知
事
が
地
域
限
定

保
育
士
を
認
定
で
き
、
そ

の
都
道
府
県
で
働
け
ま
す
。

ま
た
３
年
間
保
育
施
設
で

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば

全
国
ど
こ
で
も
働
け
ま
す
。

問　

こ
の
制
度
で
従
来
の

保
育
士
や
保
護
者
か
ら
納

得
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

答　

滋
賀
県
が
行
う
試
験

が
あ
り
、
保
育
士
確
保
の

制
度
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
84
号

問　

学
童
保
育
の
保
育
士

の
現
状
は

答　

す
べ
て
が
保
育
士
で

は
な
い
が
、
支
援
員
の
資

格
を
取
ら
れ
て
い
る
方
も

お
ら
れ
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
85
号

問　

虐
待
の
事
例
の
報
告

は
あ
っ
た
の
か
。

答　

過
去
に
１
園
相
談
が

あ
っ
た
園
が
あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

は
こ
の
中
に
入
っ
て
い
な

い
の
で
す
か
。

答　

人
事
院
勧
告
に
準
ず

る
も
の
、
物
価
高
対
応
に

係
る
も
の
と
、
行
政
組
合

負
担
金
に
つ
い
て
、
行
政

組
合
で
補
正
予
算
を
組
ま

れ
ま
し
て
、
人
事
院
勧
告

の
対
応
分
と
、
す
で
に
契

約
が
済
ん
で
い
る
委
託
に

か
か
る
減
額
も
補
正
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
行
政

組
合
に
か
か
る
負
担
金
に

つ
い
て
も
、
今
回
の
補
正

予
算
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
115
号賛

成
多
数
で
可
決

議
案
第
116
号賛

成
多
数
で
可
決

議
案
第
117
号賛

成
多
数
で
可
決

議
案
第
118
号全

員
賛
成
で
可
決

湖南市議会だより9
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議
案
第
81
号

問　

今
後
の
市
税
収
見
込

み
は

答　

タ
バ
コ
は
値
段
が
上

が
っ
て
か
ら
急
激
に
売
り

上
げ
が
落
ち
込
む
と
い
う

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、

大
幅
な
増
減
は
な
く
、
一

定
4
億
円
ほ
ど
の
税
収
は

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
82
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
89
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
90
号

問　

生
涯
学
習
課
が
な
く

な
っ
た
件
に
つ
い
て

答　

課
は
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
生
涯
学
習
と
い
う

の
は
、
教
育
委
員
会
に
は

総務
常任委員会

付託案件　21件

今
も
残
っ
て
お
り
、
た
だ

い
ま
着
手
を
し
て
お
り
ま

す
、
文
化
財
の
保
存
活
用

計
画
に
つ
き
ま
し
て
も
教

育
委
員
会
に
戻
し
て
進
め

て
い
く
と
い
う
も
の
で
、

生
涯
教
育
・
社
会
教
育
は

重
要
だ
と
い
う
ふ
う
に
認

識
し
て
お
り
、
今
後
、
組

織
を
作
っ
て
い
く
上
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り

や
す
い
よ
う
な
、
課
の
名

前
も
含
め
て
、
検
討
が
必

要
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま

す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
96
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
97
号

問　

職
員
採
用
等
の
人
事

に
お
い
て
何
か
基
準
等
は

設
け
ら
れ
て
い
る
の
か

答　

そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
に
お
任
せ
し
て
、

採
用
等
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
も
の
で
す
。
ま

た
管
理
運
営
規
則
に
関
し

て
は
、
仕
様
書
を
お
示
し

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
業
務
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
98
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
99
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
100
号

問　

行
政
が
入
り
込
ん
で

現
場
の
意
見
を
聞
き
取
り

で
き
て
い
る
の
か

答　

所
管
課
と
、
各
学
童

保
育
所
の
方
が
集
ま
っ
て
、

協
議
を
さ
れ
る
場
が
あ
り

ま
す
。

 

そ
う
い
っ
た
場
で
、
生

の
声
を
随
時
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
お

互
い
に
意
見
交
換
し
や
す

い
場
と
い
う
の
は
設
け
て

い
ま
す
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
１０１
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
１０２
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
１０３
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
１０４
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
１０５
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
１０６
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
１０７
号

問　

現
場
の
広
告
規
制
や

地
元
野
菜
の
使
用
規
制
が

厳
し
い
の
で
緩
和
し
て
ほ

し
い
と
の
声
が
あ
る
が
市

の
見
解
は

答　

今
後
、
関
係
の
方
と

も
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
て
、
市
と
し
ま
し
て
、

こ
ち
ら
の
方
も
魅
力
発
信

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に

使
用
で
き
る
よ
う
な
施
設

に
し
て
い
き
た
い
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
１０８
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
１０９
号

問　

小
規
模
多
機
能
自
治

の
問
題
、
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
、
公
園
の
再
編
整

備
、
外
国
人
市
民
の
地
域

定
着
支
援
、
地
域
防
災
、

上
下
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
、

河
川
整
備
、
住
宅
耐
震
化

支
援
、
農
業
の
課
題
、
企

業
誘
致
を
含
め
た
商
業
振

興
、
空
き
家
対
策
等
。

答　

市
と
し
て
は
そ
れ
ぞ

れ
あ
が
っ
て
き
た
問
題
・

課
題
に
対
し
て
、
市
民
の

声
・
関
係
者
の
広
聴
や
連

携
を
重
視
し
、
現
状
も
進

め
て
い
る
、
ま
た
今
後
も

前
に
進
め
て
い
き
た
い
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
１１２
号

問　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
目
か
ら
見
て
、
ど
う
思

わ
れ
る
の
か

答　

こ
れ
は
国
も
そ
う
で

す
し
他
の
自
治
体
も
、
ほ

ぼ
こ
の
人
事
院
勧
告
に
準

拠
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
。

全
員
反
対
で
否
決

議
案
第
１１３
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
１１９
号全

員
賛
成
で
可
決

　
８
月
に
開
催
さ
れ
た
中

学
校
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
の

経
過
報
告
と
し
て
市
内
４

中
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
か

ら
の
素
直
な
感
想
や
意
見

を
聞
く
こ
と
が
で
き
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　

市
政
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

広報広聴
常任委員会
中学校生徒会

サミットの経過報告
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議
案
第
80
号

　
湖
南
市
附
属
機
関
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　

湖
南
市
小
規
模
企
業

者
小
口
簡
易
資
金
貸
付
制

度
と
滋
賀
県
中
小
企
業
振

興
資
金
融
資
制
度（
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
）に

お
い
て
、
片
方
の
み
利
用

可
と
い
う
こ
と
は
な
い
の

か
。

答　

片
方
の
み
利
用
可
と

い
う
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
86
号

　
湖
南
市
営
住
宅
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

問　

条
例
改
正
の
手
続
き

に
不
備
が
あ
っ
た
こ
と
へ

の
今
後
の
対
策
は
。

答　

業
務
手
順
書
を
作
り
、

産業経済
常任委員会

付託案件　６件

チ
ェ
ッ
ク
漏
れ
を
無
く
す

よ
う
関
係
部
局
と
連
携
し

て
、
再
発
防
止
に
取
り
組

み
ま
す
。

問　

行
政
財
産
は
売
却
で

き
な
い
の
で
は
。

答　

市
長
決
裁
で
普
通
財

産
に
移
行
し
て
売
却
し
て

お
り
、
適
正
、
適
法
に
処

分
し
て
い
ま
す
。

問　

湖
南
市
財
産
事
務
取

扱
規
則
第
２
条
第
２
項
で

は
、
普
通
財
産
は
総
務
部

の
所
管
と
規
定
し
て
い
る

の
で
は
。

答　

令
和
７
年
２
月
に
、

当
該
規
則
の
第
２
条
の
た

だ
し
書
き
を
変
更
し
て
お

り
、
総
務
部
で
は
な
く
財

産
管
理
者
で
す
。
今
回
の

場
合
だ
と
住
宅
課
の
所
管

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

条
文
が
誤
っ
て
い
た

こ
と
へ
の
今
後
の
対
策
は
。

答　

全
職
員
が
平
時
の
職

務
に
お
い
て
注
意
し
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
87
号

　
湖
南
市
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　

改
正
の
端
緒
は
。

答　

地
方
自
治
法
第
２ 

４
５
条
の
４
第
１
項
に
基

づ
く
国
か
ら
の
技
術
助
言

を
受
け
て
の
改
正
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
88
号

　
湖
南
市
下
水
道
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
110
号

　
市
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

問　

市
道
認
定
に
は
開
発

事
業
に
よ
る
場
合
な
ど

様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
の

で
は
。

答　

開
発
事
業
の
場
合
の

他
、
都
市
計
画
法
に
基
づ

く
場
合
や
里
道
で
公
共
性

が
高
い
場
合
な
ど
様
々
な

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
111
号

　
市
道
路
線
の
変
更
に
つ

い
て

問　

一
方
通
行
を
実
現
す

る
た
め
の
変
更
な
の
か
。

答　

そ
の
通
り
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

ごみ処理施設全体写真消防本部全体写真

甲賀広域行政組合甲賀広域行政組合
9
月
25
日
定
例
会

・�

令
和
６
年
度
甲
賀
広
域

行
政
組
合
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

　
　
　

  

　

35
億
４
，３
０
３
万
円

歳
出
総
額 

　
35
億
２
，１
９
１
万
円

差 

引 

額 

　

２
，１
１
２
万
円

内　
　

訳 

　

�

衛
生
費
10
億
７
，８
３

３
万
円

　

�

消
防
費
20
億
８
，３
９

６
万
円全

員
賛
成
で
認
定

・�

令
和
７
年
度
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て
９

９
４
万
円
の
減
額
補
正

で
37
億
１
，７
６
３
万

円

全
員
賛
成
で
可
決

　
他
、
条
例
改
正
２
件
可

決11
月
17
日
臨
時
会

　
湖
南
・
甲
賀
両
市
か
ら

選
出
の
新
議
員
に
よ
る
初

議
会

歳
入
総
額

　

甲
賀
市
５
名
湖
南
市
５

名（・曽
我
部
一
帆・奥
村
幹

郎・坂
田
政
富・松
井
圭
子・

松
原
栄
樹
）

　
議
長
橋
本
恒
典

�

（
甲
賀
市
）

　

副
議
長
松
原
栄
樹
監
査

委
員
中
島
裕
介（
甲
賀
市
）

を
選
出

・�

水
口
消
防
署
配
備
の
水

槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
の
購
入
。
12

者
の
指
名
入
札
で
７
，

３
３
７
万
円
で
納
車
は

令
和
９
年
３
月
予
定
。

全
員
賛
成
で
可
決

12
月
24
日
臨
時
会

・�

令
和
７
年
度
補
正
予
算

（
第
３
号
）に
つ
い
て
６

０
８
万
円
の
増
額
補
正

で
37
億
２
，３
７
１
万
円

人
事
院
勧
告
等
に
よ
る

人
件
費
の
増
等
で
す
。　

全
員
賛
成
で
可
決

　

他
、
条
例
改
正
２
件
可

決

松原　栄樹 議員
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一般質問一般質問

公共交通の在り方と物価高騰対策

自由民主党湖南市議団●小林　義典 議員

公
共
交
通
の
在
り
方
に
つ

い
て

問　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
運
行
と
検
証
結
果
に
つ

い
て

答　

甲
西
南
線
エ
リ
ア
と

医
療
セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア

で
３
路
線
を
対
象
に「
あ

い
の
り
こ
な
ん
」と
し
て

２
ヶ
年
実
証
運
行
を
行
い

ま
し
た
。
結
果
、
利
用
者

の
増
加
に
伴
い
、
複
数
車

両
の
運
行
経
費
が
想
定
を

大
き
く
超
え
ま
し
た
。
利

用
者
に
は
、
高
い
満
足
度

を
示
し
て
い
た
だ
い
た
一

方
で
、
運
行
経
費
の
縮
減

に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
課
題
と
解
決
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
？

答　

課
題
は
３
点
あ
り
ま

す
。
一
点
目
は
バ
ス
運
行

に
お
け
る
人
材
確
保
。
二

点
目
は
、
運
行
コ
ス
ト
、

三
点
目
は
、
ア
ク
セ
ス
性
・

接
続
性
の
改
善
余
地
と
周

知
不
足
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
は
、
地
域
住
民

の
重
要
な
移
動
手
段
で
あ

り
、
特
に
高
齢
者
の
移
動

に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

今
後
と
も
地
域
の
皆
様
か

ら
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

利
便
性
が
高
く
、
か
つ
財

政
的
に
も
持
続
可
能
な

サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
努

め
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策

問　

物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
に
つ
い
て

答　

昨
今
の
急
激
な
物
価

高
騰
を
背
景
に
、
地
方
自

治
体
が
地
域
経
済
の
安
定

化
や
住
民
生
活
の
支
援
に

取
り
組
む
た
め
の
財
政
支

援
を
目
的
と
し
て
、
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

問　

現
時
点
で
の
使
い
道

や
市
単
独
の
支
援
計
画
は

あ
る
の
か
。

答　

国
の
物
価
高
騰
対
策

と
併
せ
て
相
乗
効
果
が
得

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
施

策
に
は
、
必
要
に
応
じ
て

市
単
独
事
業
を
合
わ
せ
実

施
す
る
こ
と
も
考
え
ま
す
。

令
和
７
年
第
３
回
公
立

甲
賀
病
院
組
合
議
会
定

例
会

（
10
月
３
日
）

議
案
第
６
号

令
和
６
年
度
公
立
甲
賀

病
院
組
合
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　
　
　

�

19
億
４
６
９

０
万
８
０
９
８
円

歳
出
総
額�

19
億
４
６
１

４
万
６
５
６
５
円

差
引
残
高�

76
万
１
５
３

３
円

全
員
賛
成
で
認
定

令
和
７
年
第
４
回
公
立

甲
賀
病
院
組
合
議
会
臨

時
会

（
11
月
25
日
）

議
会
議
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
新
た
な
議

員
に
よ
る
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
選
挙

堀
田
繁
樹　
議
員

�

（
湖
南
市
議
会
）

副
議
長
選
挙

小
倉　
剛　
議
員

�

（
甲
賀
市
議
会
）

歳
入
総
額

公立甲賀病院組合公立甲賀病院組合

共
に
満
票
で
選
出

議
案
第
７
号

監
査
委
員
の
選
任

副
田
悦
子
議
員

�

（
湖
南
市
議
会
）

全
員
賛
成
で
同
意

公
立
甲
賀
病
院
組
合
概

要・�
地
方
自
治
法
第

２
８
４
条
に
基
づ
く

特
別
地
方
公
共
団
体

（
地
方
独
立
行
政
法

人
）

・�

甲
賀
市
、
湖
南
市
二

市
に
よ
り
運
営

・�

管
理
者　
　

甲
賀
市
長

　

�

副
管
理
者　

湖
南
市
長

・
議
決
機
関

　
組
合
議
会�

10
名

　
両
市
か
ら
各
５
名
を

選
出

・
監
査
機
関

　
監
査
委
員�

２
名

　
内
議
会
選
出�

１
名

公
職
選
挙
法
の
規
定
に

よ
り
、
議
員
が
不
特
定
多

数
の
市
民
に
年
賀
状
を
出

す
こ
と
や
、
歳
暮
・
年
賀

な
ど
の
物
を
送
る
寄
附
、

地
域
へ
の
催
し
物
へ
寸
志

な
ど
を
出
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
員
に
対
し
、

寄
附
を
出
す
よ
う
に
勧
誘

す
る
、
ま
た
は
要
求
す
る

こ
と
も
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
員
の
寄
附
行
為
の

議
員
の
寄
附
行
為
の

禁
止
に
つ
い
て

禁
止
に
つ
い
て

年賀

お
歳
暮
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一般質問一般質問

湖
南
市
の
財
政
リ
ス
ク
に

つ
い
て

問　

市
と
し
て
、
現
行
の

す
べ
て
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
将
来
に
わ
た
り
維
持
す

る
こ
と
は
難
し
く
な
る
認

識
を
持
っ
て
い
る
か
。

答　

す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス

を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し

続
け
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

維
持
が
難
し
く
な
る

サ
ー
ビ
ス
で
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
ど
の
よ
う
な
形
に
再

設
計
し
て
い
く
の
か
。

答　

新
庁
舎
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
も
公
共
施
設
の

集
約
化
と
い
っ
た
サ
ー
ビ

ス
の
転
換
の
ひ
と
つ
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

本
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
現

状
に
つ
い
て

問　

Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
と

い
っ
た
自
動
化
技
術
実

証
・
検
証
し
て
い
る
の
か
。

答　

生
成
系
Ａ
Ｉ
技
術
が

急
速
に
進
展
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
行
政
事
務

に
お
い
て
も
そ
の
活
用
を

検
討
し
、
さ
ら
な
る
事
務

の
効
率
化
と
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

重
点
支
援
地
方
交
付
金
の

活
用
に
つ
い
て

問　

湖
南
市
版
「
地
域
経

済
循
環
モ
デ
ル
」
の
提
案

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　
「
有
効
な
手
段
」と
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
本
市

と
し
ま
し
て
も
、
今
後
の

経
済
対
策
に
お
き
ま
し
て

は
、
全
国
の
先
例
事
例
も

参
考
に
し
、
本
市
の
特
性

に
見
合
っ
た
施
策
の
構
築

に
向
け
、
調
査
・
研
究
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行財政運営と重点支援
� 地方交付金の活用

湖南維新の会●澤田　厚 議員

ごみ出し支援・
� いごこちのよい図書館

湖南市公明党議員団●副田　悦子 議員

ご
み
出
し
支
援
に
つ
い
て

問　

対
象
者
の
把
握
は
。

答　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
地
域
ケ
ア
会

議
を
始
め
、
支
え
あ
い
推

進
員
や
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
会
議
な
ど
に
職
員
が

参
加
し
、
地
域
の
状
況
を

把
握
し
て
い
き
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
調

査
か
ら
も
把
握
に
努
め
ま

す
。

問　

全
市
的
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

答　

現
在
実
施
さ
れ
て
い

る
地
域
を
始
め
、
地
域
の

声
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し

て
い
く
か
が
肝
要
と
と
ら

え
ま
す
。
現
在
の
地
域
の

支
え
あ
い
活
動
の
広
が
り

を
他
地
域
に
も
推
進
し
て

行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

ご
み
袋
の
サ
イ
ズ
ダ

ウ
ン
の
工
夫
に
つ
い
て

答　

指
定
ご
み
袋
の
料
金

改
定
等
に
あ
わ
せ
、
大
き

さ
に
つ
い
て
、
甲
賀
市
や

甲
賀
広
域
行
政
組
合
衛
生

セ
ン
タ
ー
と
調
査
・
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

い
ご
こ
ち
の
よ
い
図
書
館

に
つ
い
て

問　
「
秋
の
図
書
館
ま
つ

り
」を
終
え
て

答　

開
催
期
間
中
は
、
貸

出
人
数
や
参
加
者
数
が
昨

年
度
よ
り
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
広
報
を
充
実
さ
せ
、

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
地
域
行
事
と
連
携
で

き
る
こ
と
が
な
い
か
な
ど

工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

問　

自
習
ス
ペ
ー
ス
の
飲

食
に
つ
い
て

答　

原
則
飲
食
は
お
断

り
し
て
い
ま
す
が
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
要

望
を
多
く
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
か
ら
見
直
し
の
検

討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

問　

シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ

り
保
護
者
負
担
は
発
生
す

る
の
か
。

答　

し
ま
せ
ん
。

首相官邸ホームページより引用
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一般質問一般質問

市
民
の
移
動
手
段
コ
ミ
バ

ス
の
課
題
と
構
想

問　

今
後
の
課
題
に
つ
い

て
、
運
転
手
不
足
解
消
の

た
め
に
普
通
免
許
で
乗
れ

る
小
回
り
の
利
く
小
型
乗

り
合
い
バ
ス
に
し
て
は
。

答　

需
要
の
少
な
い
地
域

や
路
線
を
対
象
に
、
小
型

車
両
を
活
用
し
需
要
に
応

じ
た
予
約
型
の
運
行
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

今
後
の
構
想
に
つ
い

て
、
将
来
に
備
え
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織

を
立
ち
上
げ
て
は
。

答　

地
域
で
行
わ
れ
て
い

る
移
動
支
援
活
動
や
民
間

事
業
者
等
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
多
様
な
担
い

手
の
参
画
を
促
し
、
持
続

可
能
な
地
域
交
通
の
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

市
内
各
43
区
の
活
動
組
織

の
今
後
の
あ
り
方

問　

区
長
お
よ
び
民
生
委

員
の
今
後
に
つ
い
て
、
コ

ロ
ナ
禍
で
様
変
わ
り
し
た

活
動
組
織
の
あ
り
方
を
新

し
く
変
化（
進
化
）す
る

チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
。

答　

区
長
の
業
務
負
担
の

軽
減
を
デ
ジ
タ
ル
活
用
に

よ
る
業
務
簡
素
化
な
ど
で
、

段
階
的
に
改
善
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
地
域
で
最

も
身
近
な
支
援
者
で
重
要

な
存
在
で
す
。
サ
ポ
ー

タ
ー
の
活
用
や
育
成
を
手

本
に
連
携
し
た
り
す
る
組

織
や
体
制
も
一
つ
の
手
段

と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

問　

小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
解
散
な
ど
で
児
童
生

徒
に
不
利
益
や
教
職
員
の

負
担
増
に
な
ら
な
い
か
。

答　

保
護
者
の
負
担
軽
減

を
目
的
と
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組

織
の
改
革
に
よ
り
児
童
生

徒
、
教
職
員
の
負
担
増
に

な
ら
な
い
よ
う
段
階
的
に

改
善
を
進
め
て
い
る
と
承

知
し
て
お
り
ま
す
。

コミバス・移動手段の課題と
� 構想について

会派 Kiku●永田　誠治 議員

市民の笑顔を求めて！

会派 Kiku●森　すなお 議員

皆
が
利
用
で
き
る

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

問　
「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
負
担
金
月
額
三
千
円
」

「
自
治
会
員
以
外
の
利
用

禁
止
」と
の
事
例
が
あ
り

ま
す
が
、
市
民
が
公
平
・

平
等
に
気
持
ち
よ
く
利
用

す
る
た
め
、
標
準
ル
ー
ル

を
定
め
、
早
急
に
対
応
し

改
善
す
べ
き
で
は
。

答　
「
標
準
的
な
ル
ー
ル
」

を
早
期
に
作
成
し
、
市
が

積
極
的
に
関
わ
り
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
使
用
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

公
共
交
通
専
門
部
署

設
置
を
求
め
る

問　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

等
の
公
共
交
通
へ
の
取
り

組
み
に
対
す
る
評
価
は
。

答　

水
戸
学
区
の「
み
ー

ぽ
号
」は
地
域
輸
送
の
補

完
的
役
割
や
高
齢
者
な
ど

の
生
活
機
能
の
維
持
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。

問　

み
ー
ぽ
号
の
取
り
組

み
の
今
後
の
展
開
は
。

答　

支
援
の
在
り
方
や
モ

デ
ル
事
業
化
な
ど
含
め
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

市
民
の
声
に
応
え
る

公
共
交
通
を
実
現
す
る
た

め
に
は
組
織
改
革
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
。

答　

施
策
展
開
が
可
能
な

組
織
体
制
を
構
築
し
課
題

解
決
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

職
務
環
境
・
処
遇
改
善

問　

民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
皆
様
は
、
本
来
の
職

務
以
外
に
も
多
く
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
の
で
職
務

環
境
に
配
慮
す
べ
き
で
は
。

答　

業
務
の
見
直
し
は
必

要
で
す
の
で
、
活
動
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
検
討

し
ま
す
。

問　

民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
皆
様
の
待
遇
や
処
遇

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　

民
生
委
員
の
皆
様
の

意
見
を
聞
き
、
職
務
整
備

と
合
わ
せ
、
活
動
費
の
増

額
も
含
め
、
活
動
し
や
す

い
環
境
を
整
え
て
い
け
る

よ
う
検
討
し
ま
す
。
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一般質問一般質問

問　

交
差
点
の
安
全
に
つ

い
て

答　

視
認
性
の
向
上
や
通

行
環
境
の
改
善
に
向
け
安

全
対
策
を
順
次
進
め
て
お

り
ま
す
。
比
較
的
即
効
性

の
高
い
対
策
を
行
う
と
と

も
に
、
地
域
か
ら
の
情
報

提
供
に
基
づ
く
点
検
を
継

続
的
に
実
施
し
、
よ
り
安

全
で
円
滑
な
交
通
環
境
の

確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

問　

信
号
機
の
設
置
要
望

に
つ
い
て

答　

警
察
が
設
置
主
体
で

あ
り
、
全
国
的
に
も
、
県

内
で
も
極
め
て
採
択
が
難

し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
交
通
量
や
事
故
発

生
状
況
等
デ
ー
タ
を
踏
ま

え
な
が
ら
要
望
を
県
警
に

適
切
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

採
択
に
向
け
て
継
続
的
に

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト

（
環
状
交
差
点
）の
導
入
に

つ
い
て

交差点の安全・
� 学校の安全について

こなんの未来●奥村　幹郎 議員

答　

外
径
25
ｍ
～
55
ｍ
の

用
地
が
必
要
で
あ
り
、
安

全
性
や
経
済
性
の
観
点
か

ら
優
位
性
を
評
価
し
た
上

で
導
入
の
可
否
を
判
断
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国

や
他
自
治
体
の
導
入
事
例

や
効
果
検
証
を
注
視
し
、

有
効
な
施
策
と
な
る
か
ど

う
か
研
究
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
で
す
。

問　

道
路
の
新
設
・
新
規

の
大
規
模
開
発
等
で
、
ラ

ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
の
採
用

を
検
討
す
る
か
。

答　

地
域
の
ご
意
見
、
交

通
実
態
、
国
や
県
の
動
向

を
重
視
し
な
が
ら
、
ラ
ウ

ン
ド
ア
バ
ウ
ト
採
用
も
含

め
検
討
・
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
の
他
、学
校
の
安
全

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

公共交通における
� 予約型乗用車活用について

自由民主党湖南市議団●上野　顕介 議員

問　

公
共
交
通
に
お
い
て

予
約
型
乗
用
車
を
取
り
入

れ
る
考
え
方
は

答　

運
転
手
の
高
齢
化
や

人
員
不
足
に
よ
っ
て
今
後

一
部
の
バ
ス
運
行
維
持
が

困
難
に
な
っ
て
く
る
な
か

で
乗
用
車
の
活
用
は
重
要

な
選
択
肢
で
す
。

問　

バ
ス
の
よ
う
な
路
線

運
行
と
タ
ク
シ
ー
の
よ
う

な
区
域
運
行
に
つ
い
て

答　

本
市
は
所
定
の
路
線

お
よ
び
時
刻
に
よ
る
路
線

定
期
運
行
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
が
、
需
要
に
応
じ

た
予
約
型
の
小
型
車
両
を

活
用
す
る
運
行
に
よ
り
移

動
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

　

バ
ス
運
行
は
多
数
の
利

用
者
が
い
る
幹
線
区
間
や

時
間
に
お
け
る
輸
送
役
割

が
あ
り
、
可
能
な
限
り
維

持
し
て
い
き
た
い
で
す
が
、

一
方
で
利
用
密
度
が
希
薄

な
地
域
、
時
間
に
つ
い
て

は
需
要
に
応
じ
た
運
行
方

法
が
望
ま
し
い
で
す
。
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
様
々

な
方
法
を
検
討
し
て
進
め

た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

住
民
・
民
間
に
よ
る

送
迎
支
援
を
活
用
し
た
り

補
助
し
た
り
す
る
考
え
に

つ
い
て

答　

市
内
に
は
民
間
主
体

の
移
動
支
援
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

多
様
な
団
体
に
よ
る
活
動

は
地
域
交
通
を
補
完
す
る

重
要
な
地
域
資
源
で
す
。

　

湖
南
市
交
通
施
策
庁
内

検
討
会
で
移
動
資
源
に
つ

い
て
の
検
討
調
査
を
進
め

て
お
り
、
具
体
的
な
方
向

性
を
定
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
補
助
金
や
実

費
補
助
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ

の
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
働
募
集
、
育
成
支
援
、

保
険
加
入
支
援
、
他
の
交

通
事
業
者
と
の
連
携
促
進

な
ど
の
様
々
な
視
点
で
検

証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県内設置状況地図（滋賀県警HPより）
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問　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

に
つ
い
て
３
つ
の
基
本
方

針
に
つ
い
て

答　

ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
ぐ

き
ら
め
き
湖
南
を
目
指
し
、

「
気
楽
」「
笑
顔
」「
地
域
」で

つ
な
ぐ
方
針
を
定
め
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
を
契

機
と
し
て
地
域
や
協
賛
企

業
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体

な
ど
と
連
携
を
強
め
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま

す
。

問　

市
の
発
信
力
・
集
客

力
向
上
対
策
の
方
向
性
は

答　

民
間
企
業
と
の
連
携

と
し
て
、「
東
レ
ア
ロ
ー

ズ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
滋
賀
」

と
包
括
協
定
を
結
び
、
市

民
に
試
合
の
無
料
招
待
や

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
開
催

な
ど
連
携
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、

日
本
精
工
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル「
ブ
レ
イ
ブ
ベ
ア

リ
―
ズ
」と
連
携
へ
の
調

整
中
で
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
計
画
で
す
。

問　

運
動
施
設
の
整
備
充

実（
人
工
芝
等
）に
つ
い
て

答　

屋
内
総
合
体
育
館
は

空
調
設
備
導
入
を
検
討
中

で
す
。
屋
外
施
設
に
お
い

て
は
、
現
在
、
大
規
模
改

修
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

先
進
事
例
を
学
び
、
補
助

金
な
ど
の
有
効
活
用
に
よ

り
魅
力
的
な
ス
ポ
ー
ツ
環

境
と
な
る
よ
う
調
査
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

公
園
等
ス
ト
ッ
ク
再

編
基
本
計
画
公
園
の
現
状

答　

公
園
の
総
数
２
０
７

箇
所
、
61‌

ha
で
都
市
公
園

は
22
か
所
あ
り
ま
す
。
維

持
管
理
は
、
指
定
管
理
や

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
業
務
委
託
し
て
い

ま
す
。

問　

湖
南
工
業
団
地
の
南

玄
関
口
で
あ
る
、
に
ご
り

池
自
然
公
園
等
都
市
公
園

の
整
備
は

答　

公
園
の
特
性
を
活
か

し
、
財
源
確
保
を
図
り
、

効
果
的
な
公
園
整
備
を
進

め
な
が
ら
、
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

スポーツ環境の充実・
� 公園再編計画について

こなんの未来●堀田　繁樹 議員

持続可能な
� 消防団組織づくりについて

湖南維新の会●東良　一成 議員

今
春
実
施
し
た
消
防
団
ア

ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

問　

消
防
団
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
た
か

答　
「
消
防
団
活
動
で
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う

か
」の
問
い
に
対
し
、
約

65
％
の
方
が「
見
直
し
が

必
要
」と
回
答
さ
れ
、
自

由
回
答
に
お
い
て
も
、
消

防
操
法
訓
練
大
会
や
事
業

全
般
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
が
多
く
示
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
再
認
識
し
ま
し

た
。　

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
以
外
に

消
防
団
員
の
意
見
を
聞
く

具
体
的
な
案
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

答　

多
く
の
意
見
を
集
約

さ
せ
て
い
た
だ
く
方
法
と

し
て
、
役
職
別
意
見
交
換

会
や
他
の
分
団
と
の
交
流

を
行
う
場
づ
く
り
な
ど
を

創
出
し
、
引
き
続
き
団
員

の
声
を
お
聞
き
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
退
職
報
償
金
支

給
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問　
「
勤
務
年
数
」と「
階

級
」で
支
給
額
が
決
め
ら

れ
て
い
る
が
、
適
正
な
基

準
を
設
け
て
、
貢
献
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
人
に
は

満
額
、
基
準
を
下
回
っ
た

方
に
は
そ
れ
相
応
の
金
額

を
支
払
う
と
い
っ
た
形
に

で
き
な
い
か

答　

現
状
、
出
動
回
数
な

ど
の
貢
献
度
は
、
算
定
基

礎
に
考
慮
さ
れ
な
い
も
の

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

退
職
報
償
金
の
規
定
は
、

市
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
理
論
上
は
変
更

可
能
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
出
動
回
数
な

ど
の
貢
献
度
を
盛
り
込
む

に
は
い
く
つ
か
の
課
題
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
影
響
が

及
び
そ
う
な
課
題
を
抽
出
、

調
査
す
る
と
と
も
に
、
全

国
的
な
取
り
組
み
に
も
目

を
向
け
て
研
究
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

一般質問一般質問
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問　

西
庁
舎
周
辺
施
設
の

維
持
管
理
、
各
施
設
の
解

体
と
、
跡
地
の
市
民
活
動

複
合
施
設
と
福
祉
系
複
合

施
設
に
つ
い
て

答　

施
設
維
持
管
理
に
約

５
千
万
円
、
西
庁
舎
周
辺

整
備
は
案
で
あ
り
、
今
後

検
討
し
ま
す
。
た
だ
、
個

別
施
設
計
画
の
中
で
統
廃

合
の
方
向
性
が
令
和
９
年

度
ま
で
に
決
ま
っ
て
い
ま

す
。

問　

石
部
図
書
館
、
文
化

ホ
ー
ル
の
存
続
と
充
実
に

つ
い
て

答　

令
和
９
年
度
ま
で
に

甲
西
図
書
館
に
統
廃
合
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

西
庁
舎
、
石
部
図
書
館
の

こ
と
に
つ
い
て
、
小
規
模

多
機
能
自
治
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
も
含
め
市
民
の
声

を
お
聞
き
す
る
時
期
は
今

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

憲
法
二
六
条
に
、
義

務
教
育
は
こ
れ
を
無
償
と

す
る
。
と
の
条
項
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
給
食
費
の

合併後の西庁舎周辺施設の
� 管理と今後を問う

市民とつなぐネット●寺元　正幸 議員

無
償
化
の
大
き
な
根
拠
に

な
っ
て
い
ま
す
。
先
の
市

議
選
で
、
小
学
校
の
学
校

給
食
無
償
化
を
訴
え
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
子
供
た
ち

が
実
現
を
期
待
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

小
学
校
の
学
校
給
食
無
償

化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

今
後
は
、
急
速
に
進

ん
で
い
る
国
の
給
食
費
無

償
化
の
議
論
を
注
視
し
な

が
ら
、
美
味
し
く
、
安
全

安
心
な
学
校
給
食
を
提
供

す
る
こ
と
を
最
優
先
に
対

応
を
検
討
し
ま
す
が
、
財

政
難
か
ら
現
時
点
で
は
無

償
化
は
出
来
ま
せ
ん
。

湖南中央消防署移転計画について

自由民主党湖南市議団●曽我部　一帆 議員

問　

近
隣
住
民
と
の
合
意

形
成
に
つ
い
て

答　

用
地
取
得
を
優
先
す

る
あ
ま
り
、
地
権
者
へ
の

説
明
を
先
行
し
た
結
果
、

周
辺
住
民
の
皆
様
へ
の
説

明
が
遅
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
地
域
に
不
安
や
混
乱

を
招
い
た
点
に
つ
き
ま
し

て
、
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

問　

移
転
候
補
地
に
つ
い

て答　

今
回
の
候
補
地
で
あ

る
岩
根
東
地
先
の
農
地
で

の
事
業
執
行
に
関
し
ま
し

て
は
、
一
旦
立
ち
止
ま
っ

て
再
検
討
す
る
こ
と
か
ら
、

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
業
主
体
で
あ
る
甲
賀
広

域
行
政
組
合
と
調
整
を
図

る
と
と
も
に
、
組
合
議
会

で
の
方
向
性
を
確
認
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

す
で
に
要
し
た
費
用

と
今
後
必
要
と
な
る
費
用

に
つ
い
て

答　

本
市
が
こ
れ
ま
で
に

要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、

湖
南
中
央
消
防
署
建
替
事

業
に
お
け
る
予
算
執
行

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
７
年
11
月
末
現
在
、

執
行
済
額
が
２
，５
２
６

万
４
０
０
円
、
執
行
予

定
額
が
５
，５
３
６
万
８

１
０
円
で
、
執
行
見
込
み

額
が
約
８
，０
６
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

候
補
地
の
変
更
に
よ
っ

て
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ

る
追
加
の
費
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
た
な
候
補
地

の
条
件
に
よ
っ
て
必
要
と

な
る
経
費
は
流
動
的
で
す

が
、
候
補
地
変
更
に
よ
る

甲
賀
広
域
行
政
組
合
の
計

画
見
直
し
お
よ
び
事
業
実

施
へ
の
取
り
組
み
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
計
画
に

つ
い
て
は
、
組
合
議
会
で

の
方
向
性
を
確
認
し
な
が

ら
丁
寧
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

一般質問一般質問
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一般質問一般質問

修学旅行について

会派 Kiku●松原　栄樹 議員

問　

様
々
な
体
験
活
動
を

通
し
て
の「
学
び
」で
あ
る

修
学
旅
行
と
は
。

答　

学
校
外
の
豊
か
な
自

然
や
文
化
に
触
れ
る
体
験

を
通
し
て
、
学
校
に
お
け

る
学
習
活
動
を
充
実
発
展

さ
せ
、
校
外
に
お
け
る
集

団
活
動
を
通
し
て
教
職
員

と
児
童
生
徒
、
児
童
生
徒

相
互
の
人
間
的
な
ふ
れ
あ

い
を
深
め
、
楽
し
い
思
い

出
を
つ
く
る
機
会
で
あ

り
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

や
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ
い

て
の
体
験
を
積
み
、
集
団

生
活
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
実
践
し
、
互
い
を
思

い
や
っ
た
り
共
に
協
力
し

合
っ
た
り
す
る
な
ど
、
よ

り
よ
い
人
間
関
係
を
築
こ

う
と
す
る
態
度
を
養
う
場

で
も
あ
り
ま
す
。
児
童
生

徒
の
成
長
に
と
っ
て
極
め

て
意
義
深
い
行
事
で
す
。

問　

物
価
の
高
騰
に
よ
る

価
格
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

よ
る
諸
問
題
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
不
足
な
ど
様
々
な

問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
の

で
は
。

答　

早
期
予
約
の
徹
底
と
、

行
程
や
時
期
の
見
直
し
、

多
様
な
交
通
手
段
の
検
討

な
ど
に
よ
り
児
童
生
徒
の

体
験
の
質
を
落
と
す
こ
と

な
く
検
討
・
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

野
生
動
物
に
よ
る
獣
害
の

状
況
に
つ
い
て

問　

湖
南
市
で
は
シ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
が
多
く
農
地
に

出
没
し
て
獣
害
を
与
え
て

い
る
よ
う
で
す
が
。

答　

令
和
６
年
度
の
被
害

面
積
は
、
１
．26‌

ha
で
、
被

害
額
は
、
１
７
６
万
６
千

円
で
し
た
。

問　

対
策
は
。

答　

国
や
県
・
市
の
補
助

金
等
を
活
用
し
、
侵
入
を

防
ぐ
た
め
の
防
護
柵
を
総

延
長
約
７
㎞
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
わ
な
等
で
令
和

６
年
度
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
95

頭
、
イ
ノ
シ
シ
１
４
２
頭

が
捕
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

建て替えか、耐震補強か　
� 決めるのは市民‼

市民とつなぐネット●坂田　政富 議員

議
会
の
議
決
無
し
、全
員

協
議
会
の
報
告
で
決
定
‼

問　

東
庁
舎
の
建
て
替
え

は
、
決
ま
っ
た
と
言
わ
れ

る
が
、
い
つ
の
議
会
で
決

定
し
た
の
か
。

答　

議
会
の
決
定
、
議
決

は
頂
い
て
い
ま
せ
ん
。
必

要
な
手
順
を
経
て
決
定
し

ま
し
た
。

行
政
は
建
て
替
え
が
先
に

あ
り
建
て
替
え
へ
誘
導
!!

問　

手
順
を
踏
ん
で
決
定

と
言
う
が
、
一
番
大
事
な

議
会
の
決
定
が
な
く
、
市

長
が
決
定
し
た
の
は
問
題

で
す
。
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

グ
で
21
億
円
で
耐
震
補
強

が
で
き
る
資
料
が
、「
耐

震
か
、
建
て
替
え
か
」の

説
明
・
議
論
の
最
初
に
な

ぜ
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

１
０
２
億
円
を
示
し
、
建

て
替
え
へ
市
民
を
誘
導
・

資
料
の
不
公
平
な
出
し
方

を
認
め
る
か
。

答　

21
億
円
の
耐
震
の
資

料
は
示
し
て
は
お
り
ま
せ

ん
。
ご
指
摘
の
通
り
、
議

員
が
求
め
ら
れ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
資
料
が
提
示
で
き

な
か
っ
た
こ
と
は
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問　

松
浦
市
長
の
市
長
就

任
１
ヶ
月
で
、
１
２
５
億

円
建
て
替
え
費
の
発
表
は
、

拙
速
で
議
論
し
て
練
り
上

げ
た
計
画
と
は
言
え
な
い
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
グ
で
も

資
料
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

答　

指
摘
の
通
り
そ
れ
な

り
の
資
料
を
用
意
し
て
お

く
べ
き
で
し
た
。

湖
南
中
央
消
防
署
移
転
の

失
策
の
原
因
と
責
任
は

問　

移
転
の
失
策
が
な
ぜ

か
お
聞
き
し
ま
す
。
市
民

を
軽
視
、
説
明
せ
ず
市
民

の
声
を
汲
み
上
げ
ず
に
進

め
た
の
が
原
因
で
は
な
い

か
。

答　

地
域
住
民
に
説
明
が

十
分
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

問　

庁
舎
建
て
替
え
を
急

ぎ
失
策
を
生
ん
だ
も
の
で

す
が
、
農
業
委
員
会
の
農

地
転
用
に
つ
い
て
。

答　

農
地
転
用
は
不
要
案

件
で
農
地
転
用
手
続
き
は

お
こ
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

農
地
法
第
五
条
一
項
の
但

し
書
で
確
認
し
ま
し
た
。
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一般質問一般質問

危
機
管
理
に
つ
い
て

問　

菩
提
寺
や
下
田
な
ど

救
急
車
の
到
着
に
時
間
を

要
す
る
地
域
は
距
離
的
に

近
い
竜
王
町（
管
轄
外
）か

ら
の
出
動
を
検
討
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答　

管
轄
外
と
の
連
携
は

甲
賀
消
防
本
部
と
協
議
を

し
て
い
き
ま
す
。

問　

市
内
に
は
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ

ン
ト
が
３
ヶ
所
し
か
な
く
、

特
に
端
の
地
域
は
空
路
で

の
救
急
搬
送
も
増
や
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

答　

追
加
候
補
地
の
検
討

は
必
要
な
の
で
、
消
防
本

部
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

加
え
て
済
生
会
滋
賀
病
院

の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
も
有
効

と
の
見
解
で
し
た
。

問　

現
役
消
防
団
の
負
担

軽
減
に
機
能
別
消
防
団
の

導
入
、
車
両
台
数
の
見
直

し
を
検
討
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

答　

県
内
外
の
先
行
事
例

問　

事
業
者
連
携
の
交
通

手
段
の
進
捗
状
況
は
。

答　

今
後
、
湖
南
工
業
団

地
協
会
加
盟
の
７
社
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
対
象
と
し
た
交
通
デ
ー

タ
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の

勉
強
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
を
実
施
予
定
、
新
し

い
交
通
事
業
者
の
人
材
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問　

現
在
ゆ
ら
ら
無
料
バ

ス
は
甲
西
駅
の
往
復
。
甲

西
駅
以
外
の
運
行
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
の
協
議
は
。

答　

現
在
、
指
定
管
理
者

は
、
甲
西
駅
以
外
の
運
行

を
検
討
中
。
年
度
内
に
実

証
実
験
が
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

問　

夏
休
み
の
子
ど
も
無

料
バ
ス
の
実
績
、
成
果
は
。

答　

８
月
中
で
延
べ
１
１

５
９
人
の
利
用
者
、
前
年

度
比
1.5
倍
。
こ
ど
も
た
ち

の
気
づ
き
や
行
動
変
容
が

見
ら
れ
、
効
果
の
高
い
事

業
、
次
年
度
以
降
の
継
続

実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

危機管理、消防団、
� 移動手段について

地域交通の充実、高齢者支援、
� 学校給食充実

無会派●藤川　みゆき 議員

無会派●松井　けい子 議員

も
参
考
に
幹
部
会
等
に
お

諮
り
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
持
続

可
能
な
消
防
団
の
あ
り
方

の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必

要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

移
動
手
段
に
つ
い
て

問　

３
つ
の
駅
を
拠
点
に

す
る
考
え
に
つ
い
て

答　

駅
周
辺
の
利
用
区
分

を
精
査
し
、
必
要
な
都
市

計
画
の
改
定
を
し
ま
す
。

問　

Ｊ
Ｒ
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
が

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
が
、

改
善
策
と
改
善
時
期
は
。

答　

Ｊ
Ｒ
の
時
刻
表
と
の

調
整
が
必
要
な
た
め
、
来

年
４
月
か
ら
改
善
し
ま
す
。

問　

各
地
で
始
ま
っ
て
い

る
民
間
移
送
事
業
へ
の
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
で
は
。

答　

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実

施
し
、
支
援
策
の
必
要
性

を
含
め
、
検
討
し
ま
す
。

問　
『
在
宅
寝
た
き
り
老

人
等
介
護
激
励
金
支
給
事

業
』に
つ
い
て
、
若
年
性

認
知
症
の
家
族
も
対
象
者

と
し
て
拡
大
す
べ
き
で
は
。

答　

若
年
性
認
知
症
が
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
ま
す
。
事
業
対
象
枠
等

の
拡
大
は
、
実
態
把
握
や

現
行
制
度
と
の
整
合
性
も

踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

問　

加
齢
性
難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
助
成
の
創
設
は
。

答　

県
内
、
導
入
市
町
が

増
加
。
補
助
の
状
況
や
効

果
を
調
査
し
今
後
検
討
。

問　

来
年
４
月
か
ら
国
の

小
学
校
給
食
無
償
化
の
実

施
。
全
額
国
費
で
な
い
場

合
、
県
と
市
で
分
け
、
完

全
無
償
化
に
す
る
考
え
は
。

答　

正
式
な
制
度
設
計
の

決
定
通
知
が
な
い
状
況
。

お
い
し
く
安
全
・
安
心
な

給
食
を
持
続
的
に
提
供
す

る
こ
と
を
最
優
先
に
対
応
。

問　

地
域
循
環
型
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
の
考
え
は
。

答　

現
行
で
は
、
難
し
い
。
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【10月】

【11月】

【12月】

 ２日―広報広聴常任委員会協議会

 ３日―公立甲賀病院組合議会定例会

 ６日―広報広聴常任委員会協議会

 ６日―議員全員協議会

10日―11月臨時会

    　　議員全員協議会

    　　総務常任委員会

    　　福祉教育常任委員会

    　　産業経済常任委員会

    　　予算常任委員会

    　　 決算常任委員会

    　　広報広聴常任委員会

    　　議会運営委員会

17日―甲賀広域行政組合議会臨時会

21日―議員全員協議会

    　　産業経済常任委員会

25日―公立甲賀病院組合議会臨時会

26日―議会運営委員会

28日―議員全員協議会

    　　本会議［12月定例会（１日目）］

 ５日―本会議［12月定例会（２日目）］

 ８日―本会議［12月定例会（３日目）］

    　　議会運営委員会

    　　議員全員協議会

 ９日―本会議［12月定例会（４日目）］

10日―予算常任委員会

11日―総務常任委員会

    　　福祉教育常任委員会

    　　産業経済常任委員会

16日―広報広聴常任委員会

18日―本会議［12月定例会（５日目）］

    　　議会運営委員会

    　　全員協議会

23日―広報広聴常任委員会

24日―甲賀広域行政組合議会臨時会

開会２月20日（金） 閉会３月19日（木）
令和８年３月議会定例会の仮日程をお知らせします

<仮日程>

2月20日（金）　■本会議　提案説明

3月  2日（月）　■本会議　代表質問

　　　　　　　　一般質問

3月  3日（火）　■本会議　一般質問

3月  4日（水）　■本会議　一般質問

３月５日（木）～17日（火）

    　    　 　    ●委員会

3月19日（木）� ■本会議　

    　    　 　� �委員長報告

    　    　 　    採決

◇傍聴席では…
　議場は、市政全般にわたる重要な事項を決定する場です。
係員（議会事務局職員）の指示に従って、静粛に傍聴するこ
とになっています。

◇傍聴の申し込みは…
　会議が開かれる当日に来ていただき、「議会傍聴受付書」
に住所・氏名を記入してください。座席数に限りがありま
すので、団体での傍聴は事前に議事課へご連絡ください。
※�事情により日程が変更になることがあります。詳しくは、
２月中旬に議事課☎0748-71-2347へお問い合わせくだ
さい。

会 誌議 日

　今回から広報広聴常任委員を担当することになり、
議会だよりをしっかり読みました。正直、市民目線か
らするとなかなか馴染みのない広報誌だと思います。
　しかし、議会だよりは、市民の代表である市議会議
員がどのような想いで活動しているのかということが
わかりやすく記載されており、とても大事な役割を
担っていると感じました。
　この二年間の任期で読者を増やしていけるよう、紙
ベースだけではなくSNS等を使い市民のニーズにあっ
た広報広聴活動に努めてまいります。
� 広報広聴常任委員会　副委員長　田中 雄二郎

編
集
後
記

副田悦子委員長　田中雄二郎副委員長　奥村幹郎委員
澤田厚委員　曽我部一帆委員　東森徹平委員

〈広報広聴常任委員会〉
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